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こだぬき 

現場レポート Vol.2(後編) 
～米代川外川原地区河道掘削工事～ 

 こんにちは～！先日、今シーズン初のキムチ鍋を食べて身も心もほっかほかのこだぬきです！ 
最近はトマト鍋やらカレー鍋やらお鍋のバリエーションが豊富でどれにしようか迷ってしまいます…。 
もちろん、昔ながらのきりたんぽや、ハタハタ鍋なんかもいいですね！ 
あれこれ食べたくなる今日このごろですが、お腹まわりの脂肪分と相談しながら、食したいと思います～(;ﾟﾟ) 
 
さて、大変長らくおまたせいたしました(汗)！今回はいよいよスーパーテクノロジー、「3DMG」を紹介します！！ 

まずみなさんは工事においてきれいな斜面(専門用語で法面
のりめん

といいます)をつくる時、どうやっているかご存知ですか？ 
実は、人の手と目で確認しながら掘って作っているのです！ 
掘りたい場所に目印を立て、それを目安に、機械のそばで補助する人が運転手に 
指示を出しながら作業します。時には作業を止めてきれいな斜面になっているか確認 
し、また作業へ･･･というのを繰り返しながら、完成させます。 
なかなか手間がかかり、大変な作業だそうです…。 

 
そんな時に、この「3DMG」が役に立つのです！「3DMG」とは、3次元マシーンガイダンスの略で、GPS を駆使して 

リアルタイムで作業中の地形の情報を確認できちゃうすぐれものなのです！！ハイテクですね～！ 
これをショベルカーに搭載すると、きれいに掘れているかチェックしながら作業することができるようになります！ 

こちら(←)が外川原地区の工事現場で使われている 3DMG の実際の画面です。 
想像していたよりもシンプルな画面ですね。 
画面に目印がわりのラインが表示されており、このとおりに掘っていけばいいので、以 
前より正確な工事ができるようになったそうです。(もちろん運転手の技術も必要で 
す！) 
とっても便利なのですが現在は値段も高く、あまり普及率は高くないそうです。 

しかし３DMG が普及することで、補助の必要がなくなり安全な作業ができるほか、 
人件費も減らすことができます。いいことづくめですね！ 
これから先さらに技術が進歩することで、運転から工事まで完全自動化することも夢 
ではないのだそうです！ドラ●もんのような未来の世界にどんどん近づいていってるよう 
で、わくわくしますね～！とても楽しみです(*´｀*) 
 
現場のみなさま、工事の説明、インタビューなどお付き合いいただきましてありがとうございました！！ 
さて次回は！事務所の対岸の能代市内の現場にお邪魔したいと思います！お楽しみに～(σ･∀･)σ 

斜めの棒に沿って掘ります 

これ→ 

プロの技が光ります 

技術の進歩を感じますね～ 

http://www.thr.mlit.go.jp/noshiro/kasen/koujijouhou/tashiro/tashiro_20151028.pdf

